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飛騨市一般会計補正予算（補正第６号）の概要





　　　今後の新型コロナウイルス感染症対策の財源としていた予備費を減じることで財源調整を図りました。

　　　介護施設内で新型コロナウイルス感染症が発生した場合は、施設職員が濃厚接触者となり自宅待機等になることが予測されることから、

　　市内の介護事業所を運営する法人間で相互に職員を派遣する仕組みをつくるため、必要な所要額１百万円を計上しました。

　なお、今後の新型コロナウイルス感染症対策の財源となる予備費にて財源調整をすることから、補正予算の内容変更（組み替え）

となり、補正後の予算額は、２２８億１百万円と変更ありません。

■衛生費

　＜予防費＞

　　　新型コロナウイルス感染症と季節性インフルエンザの同時流行に備えて、重症化しやすい高齢者や基礎疾患を持つ方に加え、市内の医

　　療・介護従事者の接種を支援するため、所要額２千６百万円を計上しました。

　＜社会福祉総務費＞

　＜予備費＞

■予備費

９月補正予算（一般会計補正第６号）のポイント

■民生費

　今回の補正予算は、８月２８日の政府対策本部による「季節性インフルエンザ流行期も見据えた新型コロナ感染症に関する今後の

取組方針」を踏まえ、緊急対策として新たな施策を２点追加するものです。

　１点目は、新型コロナウイルス感染症と季節性インフルエンザの同時流行に備え、重症化しやすい高齢者や基礎疾患を持つ方に加

え、市内の医療・介護従事者の接種を支援することにより、市民の不安を解消するとともに医療現場の混乱を回避します。

　２点目は、市内の介護施設において新型コロナウイルス感染症が発生した場合に、濃厚接触者として自宅待機を余儀なくされる介

護職員の人員不足が懸念されることから、市内法人間で相互に応援職員を派遣できる仕組みをつくり、安定した介護体制を確保する

ものです。
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（単位：千円）

31,434,869

一般会計

財源内訳

予　算　総　括　表

会計

01

一般財源その他地方債国県支出金補正後予算額補正予算額補正前予算額

(%)

0

0

特別会計合計

22,800,980

合　　　　　　計

8,633,889

31,434,869

0 22,800,980

増減率

0.00

0

0 00

8,633,889 000

0



会計　一般会計 歳出 （単位：千円）

予　算　総　括　表

(%) (%) 財源内訳

款 補正前予算額 構成比 補正予算額 増減率 国県支出金 地方債 その他 一般財源補正後予算額

03

04

民生費 4,193,400 18.39 1,000 0.02 1,0004,194,400

衛生費 1,540,150 6.75 25,704 1.67 25,7041,565,854

予備費 318,733 1.40 △26,704

13

△8.38 △26,704292,029

0合　　　　　　計 22,800,980 0 22,800,980 0 0 0
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